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(2)　四面体 OABC は 1 辺の長さが 1 の正四面体なので

　　　　 a = b = c =1 ， a･b=b･c=c･a=1･1･cos
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　　C　 4t 2-2st+s-t=0　　（8　① より）

　　　　+　 01-2t1 s=t-4t 2 　… ②　

　ここで， u=1-2t とおくと　　 0<t<
1
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 だから　　 u>0 
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　これらを ② に代入して
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　 u>0 であるから，相加平均と相乗平均の関係から
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　等号成立は
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　したがって， u= U 2
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(1)　すべての自然数 n について  an>1  …… ①  が成り立つことを数学的帰納法

　によって証明する。

　[1]　n=1 のとき

　　条件より，a1=2 であるから，① が成り立つ。 

　[2]　n=k のとき，① が成り立つ，すなわち ak>1 が成り立つと仮定すると，

　　n=k+1 のとき　

　　　ak+1-1=8
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　　よって　ak+1>1

　　ゆえに，n=k+1 のときも ① が成り立つ。

　[1]，[2] から，すべての自然数 n について ① が成り立つ。
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=0 であるから，はさみうちの原理により　　lim an-0 11 =0
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　したがって　　
n.*
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